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エネルギー戦略協議会設置の経緯
 総合科学技術会議は、第４期科学技術基本計画で⽰された課題解決型の取組の強化を踏まえ、科

学技術イノベーション総合戦略で⽰す重要な課題に対し、H26年度当初からの実施を実効性のあるも
のにするための体制強化として、重要課題専⾨調査会を決定（平成25年9⽉13⽇）。

 第⼀回重要課題専⾨調査会（平成25年10⽉11⽇）では、専⾨調査会での審議事項とともに、総
合戦略第２章で提⽰された分野を踏まえた戦略協議会の設置と、戦略協議会の配下に各分野にお
ける専⾨性に鑑みたワーキンググループ（ＷＧ）の設置を決定。

 これらの決定を受け、エネルギー全般における審議事項の検討を進め、その結果を重要課題専⾨調査
会に報告することをミッションとしたエネルギー戦略協議会を設置することとした。
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【審議事項】
主に、総合戦略第２章等に⽰された具体的課題に対し、来年度早々を⽬途に以下の内容を審
議する（詳細検討は各戦略協議会・ＷＧにて実施）
①第４期科学技術基本計画レビュー
② H26年度アクションプラン(AP)特定施策のレビュー
③今後取り組むべき課題
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重要課題専⾨調査会の審議⽅法について

助⾔ 取りまとめ
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 重要課題専⾨調査会において４期基本計画及び科学技術イノベーション総合戦略に掲
げられた当⾯取り組むべき重要な課題並びに今後さらに取り組むべき課題全体を扱う

 評価指標などを⽤いた詳細な調査・検討を各戦略協議会・WGで⾏う
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• 評価指標及び指標値
• 評価指標に対する施

策の貢献度評価
• 今後取り組むべき項⽬

• 施策推進に関する留
意点のとりまとめ

• 今後さらに取組むべき
課題・領域の明確化

• H27年度APへ向けた
取組
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詳細を各戦略協議会・WGで検討

重要専⾨調査会（H25.10.11）
資料２-１より

③今後さらに取り
組むべき課題
(現状認識)

経済団体
との議論

① 第４期科学技術基本計画レビュー
⼀部を調査委託

② H26年度アクションプラン(AP)特定施策のレビュー

③ 今後さらに取り組むべき課題について
⼀部を調査委託
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